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５．増粘剤1液タイプ高性能AE減水剤を用いたコンクリート 

[スムースフィルクリート]の実構造物への適用と長期収縮特性 

Application to real structures and long-term shrinkage characteristics of Concrete 
 [SMOOTH FILLCRETE] Using Superplasticizer Containing Viscosity Modifying Agent 

 
河合 智寛＊1 山﨑 順二＊1 

 

要 旨 
 

増粘剤 1 液タイプ高性能 AE 減水剤を用いた収縮低減型中・高流動コンクリート「SMOOTH FILLCRETE (スムースフ

ィルクリート) 」を開発し，一般財団法人 日本建築総合試験所による技術審査証明（GBRC 性能証明 第 15-20 号『ス

ムースフィルクリート－収縮低減型中・高流動コンクリート－』）を取得した。スムースフィルクリートは，呼び強度

30 程度の強度域において化学混和剤に増粘剤 1 液タイプ高性能 AE 減水剤を使用してスランプフロー55cm の流動性を

実現し，膨張材の添加による乾燥収縮の低減効果を付与した耐震改修工事向けの収縮低減型中・高流動コンクリートで

あり，これまでにリニューアルなど改修工事で合計 308.0m3を実施工に適用している。 

2017 年に某国立大学改修工事で実構造物への適用として新設の増設壁，増打ち壁および大梁にスムースフィルクリー

トを使用した結果，実施工によるコンクリートのフレッシュ性状および硬化コンクリートの圧縮強度発現性は良好であ

り，その後の 2 年間にわたる実構造体の増打ち壁における長期収縮特性のモニタリングにおいても乾燥収縮ひずみの小

さい計画通りの良好な結果が得られた。 

キーワード：スランプフロー／増粘剤 1 液タイプ／膨張材／耐震改修／収縮低減／長期特性 

 
１. はじめに 

 スムースフィルクリートは，軽微な締固めにより狭隘

な部分まで充填できるワーカビリティーと適度なコンシ

ステンシーを有しており，かつ市販の無収縮モルタルと

同等以上の高い収縮低減性能を有しているコンクリート

である。一般的な耐震改修工事では，コンクリート上部

に無収縮モルタルもしくは無収縮グラウトを圧入充填し

て増設壁を構築するが，スムースフィルクリートを使用

する場合，モルタルやグラウトを充填せずに梁下まで圧

入して一体的に構築するため，コンクリートとモルタル

の打継ぎ面がなく，建物供用後の収縮ひずみによるひび

割れ発生の危険性を低減することができる。 
 
２. 概要 

GBRC 性能証明における適用範囲では，スムースフィ

ルクリートは増設壁あるいは増打ち壁などに使用するコ

ンクートとしての品質および耐久性に配慮し，設計基準

強度 Fc=27・30・33 (N/mm2) を対象としている。 

某国立大学改修工事で適用した工事では，コンクリー

トの設計基準強度が Fc=24N/mm2であった。そこで，設

計基準強度および構造体強度補正値の考え方として，ス

ムースフィルクリートは無収縮モルタルの圧縮強度に対

応していることや，実際の工事施工において設計基準強

度 Fc=24N/mm2の部位に，フレッシュコンクリートの品

質，圧縮強度，施工性および耐久性に関して安全側の設

定とするべく，設計基準強度 Fc=27N/mm2のコンクリー

トを採用 (膨張材による若干の強度低下を担保) するこ

ととし，本技術証明の製造 (施工) マニュアルに基づき，

JASS 5 に準じた構造体強度補正値を加味してコンクリ

ートの調合計画を行うこととした。 

以上の考え方に従い，打込み時期を考慮した場合，本

工事で使用するコンクリートは，呼び強度 30 (W/B=50%, 
S=3N/mm2)と呼び強度 33 (W/B=47%, S=6N/mm2)とな

り，本技術審査証明範囲内のコンクリートを適用するこ

ととした。 
 

３. 実構造物への適用 

３.１ 工事概要 
工事の施工は，2017 年 9 月 6 日から 2017 年 12 月 11

日までの期間に，計 14 回の打込みを行い，合計 151.5m3

*1 技術研究所建築材料研究グループ 
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を使用した。施工の対象部位は，地上 1 階から 7 階まで

の増打ち壁・梁・柱である。概ね 4 階から上層の 7 階ま

では 8ton ピストン式ポンプ車を使用し，地上 1 階から 3
階までは 4ton スクイーズ式ポンプ車を使用した。 

建築主：某国立大学 
設計：某設計事務所 
施工：株式会社 淺沼組 大阪本店 
工事名称(仮称)：某国立大学改修工事 
地区地域：第 1 種中高層住居専用地域 
敷地面積：996,659.00m2 
建築面積：1,092.31m2 
述べ床面積：6,008.88m2 
建ぺい率：60% 
容積率：200% 
用途：学校 (大学)  
構造：地上 7 階，RC 造 

 
３.２ 調合決定のための室内試験練り 

３.２.１ 調合 
スムースフィルクリートの打込みに際して，事前に，

発注予定の JIS 認証を取得した生コン工場 (工場 NN，工

場 KR) において室内試験練り (2017 年 8 月 2 日に実施) 
を行い，実構造物に適用するスムースフィルクリートの

調合を決定した。表 1に，室内試験練り時に使用した材 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

料と決定調合例 ((一例) 呼び強度 30) を示す。 
工場 NN および工場 KR は，現場から近距離にあり，

工場 NN では細骨材に砕砂 (京都府亀岡産) と石灰石砕

砂 (大分県津久見産) を，粗骨材に砕石 (京都府亀岡産) 
を使用している。また，工場 KR では細骨材に砕砂 (大
阪府高槻産) と石灰石砕砂 (福岡県北九州産) を，粗骨材

に砕石 (大阪府箕面産) を使用している。スムースフィル

クリートの収縮低減には，両工場とも化学混和剤に増粘

剤 1 液タイプ高性能 AE 減水剤を使用し，膨張材 25kg/m3

をセメント内割置換として混合使用した。 
室内試験練りのフレッシュ性状としては，スランプフ

ローおよび空気量は所要の性状を有しており，材料分離

もみられず，良好な結果が得られた。 
 
３.２.２ 圧縮強度 
圧縮強度については，工場 NN では標準養生における

材齢 7 日で 38.4N/mm2 (呼び強度 30)，42.1N/mm2 (呼び

強度 33)，材齢 28 日で 47.1N/mm2 (呼び強度 30)，
52.0N/mm2 (呼び強度 33) となり，工場 KR では同様に

材齢 7 日で 32.9N/mm2 (呼び強度 30)，37.3N/mm2 (呼び

強度 33)，材齢 28 日で 43.0N/mm2 (呼び強度 30)，
49.0N/mm2 (呼び強度 33) であった。コンクリートの呼

び強度に対する強度発現性は，スムースフィルクリート

のポテンシャルとして十分な結果が得られた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 1 室内試験練りの使用材料と決定調合（（一例）呼び強度 30） 

使用材料（工場NN） 使用材料（工場KR）

g/cm3 % % g/cm3 % %
セメント C：普通ポルトランドセメント T社製 3.16 ― ― セメント C：普通ポルトランドセメント UM社製 3.16 ― ―
水 W：地下水 ― ― ― ― 水 W：回収水（上澄水） ― ― ― ―

S1：砕砂 京都府
亀岡産

2.65 2.85 ― S1：砕砂 大阪府
高槻産

2.66 2.80 ―

S2：石灰石砕砂 大分県
津久見産

2.68 2.85 ― S2：石灰石砕砂 福岡県
北九州産

2.69 2.40 ―

粗骨材 G：砕石 京都府
亀岡産

2.68 ― 58.0 粗骨材 G：砕石 大阪府
箕面産

2.68 ― 58.0

SP：高性能AE減水剤 ― ― ― SP：高性能AE減水剤 ― ― ―
　　（増粘剤1液タイプ） ― ― ― 　　（増粘剤1液タイプ） ― ― ―

混和材 E：膨張材（構造用） T社製 3.16 ― ― 混和材 E：膨張材（構造用） T社製 3.16 ― ―

産地
または
品名

表乾
密度

粗粒
率

実積
率 材料 種類

※【細骨材混合割合】砕砂：石灰石砕砂=60%：40%(容積比)

細骨材

混和剤 B社製

※【細骨材混合割合】砕砂：石灰石砕砂=70%：30%(容積比)

材料 種類

混和剤 B社製

産地
または
品名

表乾
密度

粗粒
率

実積
率

細骨材

決定調合（（一例）呼び強度30）

混和材 砕石

膨張材 2005A
(%) m 3/m 3 (%) C EXP W S1 S2 G1

砕砂70：石灰砕砂30
30-55-20N

砕砂60：石灰砕砂40
30-55-20N

382 823 工場KR

工場NN

B 50 0.530 53.6 335 25 180 564

335 25 180 647 279 839

備考
セメント 水 砕砂

石灰
砕砂

A 50 0.540 52.6

工場 配合名
W/B かさ

容積
細骨
材率

調合（単位量） (kg/m3)
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３.３ スムースフィルクリートの実施工 

３.３.１ スムースフィルクリートの受入れ検査 
 実構造物に適用したスムースフィルクリートの受入れ

検査の結果を表 2 に示す。実施工時の受入れ時のフレッ

シュ性状については，目標値のスランプフロー55cm (±
7.5cm) に対して，計画通りのスランプフローを有する安

定したフレッシュ性状で荷卸しされ，室内試験練りの結

果とも整合性のある良好なコンクリートであった。 
 
３.３.２ 構造体への打込み状況 

実構造物に適用したスムースフィルクリートの施工状

況を写真 1および写真 2に示す。写真 1および写真 2は，

打込み状況および圧入による工法 (以下、圧入工法) の場

合の型枠設置状況を示しており，上部に空気孔を 2 ヵ所

以上設置し，圧入口 (シャッターバルブ) を用いている。 
通常，高流動コンクリートによる圧入工法としては，

コンクリート充填鋼管構造 (CFT 構造) などの施工方法

のように下部に打込み口を設置して，下部から上部へと

コンクリート充填される圧入工法が広く知られる。しか 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

し，スムースフィルクリートの圧入工法では，圧入口 (シ
ャッターバルブ) は上部に設け，コンクリリート圧送を

行う点が異なる。また，コンクリートのフレッシュ性状

も完全自己充填性の高流動というよりは，やや中・高流

動性のフレッシュ性状であるため，特に狭隘部分の充填

の際には，密実に充填する手段として若干の叩きあるい

は振動機 (バイブレータ) を補助的に使用することが望

ましい。なお，スムースフィルクリートは，中・高流動

コンクリートであるため，型枠セパレータはコンクリー

トの液圧に耐えられるように計算してピッチ割を行う必

要があり，今回のセパレータ間隔は@300mm を基本とし

た。その他の注意点として，既存壁や梁との型枠の隙間

には 1 液の発泡ウレタンによる目張りを実施している。 
一方，本工事において，8ton ピストン式ポンプ車を用

いて工場 NN から受入れたスムースフィルクリートの打

込みの際に，圧送開始時に輸送管内での閉塞が発生した。

その時点では明確な原因解明がなされず，急遽の対応と

して，もう一方の工場 KR からスムースフィルクリート

を受け入れ，8ton ピストン式ポンプ車で圧入施工を再開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 2 スムースフィルクリートの受入れ検査結果 

平均

(cm)
工場NN

33-55-20N
工場NN

33-55-20N
工場NN

33-55-20N
工場NN

33-55-20N
工場KR

33-55-20N
工場KR

33-55-20N
工場KR

30-55-20N
工場KR

30-55-20N
工場KR

30-55-20N
工場KR

30-55-20N
工場KR

30-55-20N
工場KR

30-55-20N
工場KR

30-55-20N
工場KR

30-55-20N 611 62.2 4.8 13 9 0.03

0.02

14 12/11 1 壁 50 15.5 632 ×

× 611 61.4 4.8 14 8

12 0.03

13 12/5 1 壁 50 12.5 616

507 × 484 49.6 4.6 16

15 9 0.01

12 11/29 2 壁 50 28.0

17.0 623 × 607 61.5 4.711 11/20 2 壁 50

579 59.6 5.9 18 14 0.03

0.04

10 11/14 3 壁 50 7.5 612 ×

× 552 55.3 3.8 18 16

24 0.05

9 11/2 3 壁 50 10.5 553

497 × 485 49.1 3.7 27

24 20 0.05

8 10/3 3 梁・柱 50 8.75

4.0 504 × 484 49.4 3.77 10/2 7 壁 50

485 49.5 4.1 26 21 0.05

0.04

6 9/26 4 梁・柱 47 10.25 505 ×

× 477 47.9 5.0 27 21

26 0.04

5 9/25 4 梁・柱 47 6.25 481

526 × 505 51.6 4.9 29

28 25 0.04

4 9/19 5 梁・柱 47 3.5

10.0 488 × 475 48.2 4.33 9/15 5 梁・柱 47

478 48.1 5.3 28 26 0.04

0.05

2 9/14 6・7 梁・柱 47 5.5 484 ×

× 475 48.8 5.0 27 24

(℃ ) (kg/m3)

1 9/6 6・7 梁・柱 47 12.25 500

(m3) (mm) × (mm) (%) (℃ )

数量 スランプフロー値 空気量 CT 外気温 Cl -

No. 打込み
日

階数
打込み
部位

配合名

W/B

(%)
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した。その後の圧送施工において，再度，工場 NN から

受け入れたスムースフィルクリートでも支障なく圧入施

工できる日もあったため，原因が工場 NN (工場の管理体

制や材料の問題など) にあるとは想定しにくい状況であ

ったが，コンクリートのフレッシュ性状や施工条件など

を鑑み，それ以降は工場 KR からスムースフィルクリー

トを受け入れ，施工条件により 8ton ピストンおよび 4ton
スクイーズ式ポンプ車の両方を用いて圧入施工した。 
 閉塞については，スムースフィルクリートのスランプ

フローが 60cm を超えた場合に発生している。閉塞の原

因は，打込み時期の影響で使用するスムースフィルクリ

ートの呼び強度が変わったことによる製造上の要因，つ

まり，特殊なコンクリートの製造における工場の経験知

として化学混和剤の使用量の的確な把握が困難であった

ことにより，荷卸し時のコンクリートのコンシステンシ

ーが低下気味となったことに加え，ポンプ車による圧送 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
により圧入口直前での輸送管内のスムースフィルクリー

トに若干の分離が生じたことが主要因と推察される。 
今後の課題として，材料面からは，スランプフロー

60cm を超える場合のフレッシュコンクリートの材料分

離抵抗性の低下への対応，圧送時の管内圧力による増粘

剤 1 液タイプ高性能 AE 減水剤の粘性への影響の程度の

解明が必要であり，また施工面では，圧入口 (シャッタ

ーバルブ) 付近の過密配筋による骨材のアーチングに起

因する閉塞などへの対応が必要と考える。 
 
３.３.３ 出来形 

 写真 3 は，スムースフィルクリートを打ち込んだ出来

形を示している。既存躯体と新設のコンクリートとの間

に，打込み不具合による隙間は確認されなかった。また，

打継ぎ面の沈降や初期収縮などによるひび割れもなく，

密実に打継がれた良好な出来形であった。 

写真 2 シャッターバルブを使用した打込み状況および型枠の設置状況 

写真 1 打込み状況および輸送管の設置状況 
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３.４ 構造体コンクリートの圧縮強度発現性 

スムースフィルクリートの実施工時における圧縮強度

試験結果を表 3 に示す。圧縮強度の発現性には問題がな

く，構造体コンクリートの設計基準強度(Fc=27N/mm2) 
を十分に満たす良好な結果が得られた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３.５ 構造体の原位置における長期収縮特性の調査 

３.５.１ 計測の概要 

 実構造物に適用したスムースフィルクリートの長期収

縮特性の調査のため，構造体コンクリートの原位置での

収縮ひずみの経過観察と定期的な計測を，竣工後 2 年ま

写真 3 スムースフィルクリートの出来形状況 

表 3 コンクリートの圧縮強度試験結果 

工場NN 1 36.0 1 42.3 1 43.0 1 23.6 2日(B)
2 36.2 2 43.3 2 44.8 2 25.0
3 36.3 3 41.4 3 43.3 3 25.7

工場NN 1 30.6 1 39.1 1 39.7 1 19.0 2日(B)
2 32.5 2 41.0 2 39.0 2 19.5
3 30.9 3 40.6 3 39.5 3 18.7

工場NN 1 32.8 1 39.6 1 40.5 1 23.6 3日(D)
2 33.5 2 40.7 2 41.8 2 22.0
3 32.2 3 41.4 3 41.6 3 22.5

工場NN 1 31.3 1 40.7 1 41.3 1 18.6 2日(B)
2 30.6 2 40.2 2 40.9 2 18.6
3 31.8 3 41.6 3 40.5 3 18.5

工場KR 1 38.6 1 47.0 1 47.2 1 24.1 2日(B)
2 38.6 2 45.7 2 47.4 2 24.6
3 39.6 3 45.3 3 47.6 3 24.6

工場KR 1 37.7 1 47.5 1 46.3 1 24.6 2日(B)
2 37.1 2 47.2 2 47.5 2 25.5
3 37.6 3 45.5 3 44.2 3 24.3

工場KR 1 32.2 1 40.6 1 41.5 1 20.8 2日(B)
2 33.7 2 41.5 2 41.9 2 20.8
3 34.8 3 40.4 3 42.9 3 20.5

工場KR 1 32.5 1 42.8 1 43.0 1 19.5 2日(B)
2 33.1 2 43.0 2 42.7 2 19.7
3 32.0 3 43.0 3 42.3 3 19.9

工場KR 1 30.8 1 38.7 1 43.4 1 14.4 2日(B)
2 29.2 2 39.7 2 41.3 2 14.9
3 31.3 3 39.5 3 43.0 3 14.9

工場KR 1 25.6 1 37.7 1 42.7 1 8.5 2日(B)
2 26.7 2 37.1 2 41.5 2 8.0
3 26.1 3 38.1 3 42.9 3 8.1

工場KR 1 26.0 1 34.9 1 40.2 1 7.5 2日(B)
2 25.5 2 35.5 2 40.3 2 7.6
3 25.2 3 36.0 3 40.4 3 7.6

工場KR 1 26.2 1 36.9 1 40.1 1 16.2 3日(D)
2 25.5 2 35.5 2 40.6 2 16.7
3 25.6 3 35.3 3 40.0 3 16.6

工場KR 1 22.9 1 32.2 1 39.3 1 6.2 2日(B)
2 23.0 2 33.1 2 37.4 2 5.9
3 23.0 3 32.2 3 38.5 3 5.5

工場KR 1 27.1 1 37.3 1 42.7 1 5.9 2日(B)
2 28.3 2 36.7 2 40.0 2 6.0
3 28.8 3 37.2 3 41.1 3 5.7

備考供試体
番号

圧縮強度
供試体
番号

圧縮強度No. 打込み
日

階数
打込み
部位

配合名

W/B
圧縮強度

(%) (m3) （N/mm2
） 平均値 （N/mm2

） 平均値

数量
1週(D※) 4週(D) 4週(A) 2日(B)or3日(D)

1 9/6 6・7 梁・柱 47

供試体
番号

圧縮強度
供試体
番号

12.25 36.2 42.3 43.7 24.833-55-20N

（N/mm2
） 平均値 （N/mm2

） 平均値

5.5 31.3 40.2 39.4 19.133-55-20N2 9/14 6・7 梁・柱 47

10.0 32.8 40.6 41.3 22.733-55-20N3 9/15 5 梁・柱 47

3.5 31.2 40.8 40.9 18.633-55-20N4 9/19 5 梁・柱 47

6.25 38.9 46.0 47.4 24.433-55-20N5 9/25 4 梁・柱 47

10.25 37.5 46.7 46.0 24.833-55-20N6 9/26 4 梁・柱 47

4.0 33.6 40.8 42.1 20.730-55-20N7 10/2 7 壁 50

8.75 32.5 42.9 42.7 19.730-55-20N8 10/3 3 梁・柱 50

10.5 30.4 39.3 42.6 14.730-55-20N9 11/2 3 壁 50

7.5 26.1 37.6 42.4 8.230-55-20N10 11/14 3 壁 50

17.0 25.6 35.5 40.3 7.530-55-20N11 11/20 2 壁 50

28.0 25.8 35.9 40.2 16.530-55-20N12 11/29 2 壁 50

12.5 23.0 32.5 38.4 5.930-55-20N13 12/5 1 壁 50

　※養生方法　A：標準養生　B：現場封緘　C：室内空中　D：現場水中　E：現場空中　F：その他

15.5 28.1 37.1 41.3 5.930-55-20N14 12/11 1 壁 50
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で実施した。 
実構造物に適用したスムースフィルクリートの収縮ひ

ずみの原位置での計測に関して，まず，スムースフィル

クリートの拘束膨張試験のための JIS A 6202 (B 法) に
準じたコンクリート供試体を採取した。 
併せて，JIS A 1129-2 附属書 A (モルタル及びコンクリ

ートの乾燥による自由収縮ひずみ試験方法) に準じたコ

ンクリート供試体を実施工と同日に採取し，保存期間 26
週の長さ変化率を乾燥収縮率(μ)と定義して乾燥収縮率

を測定した。 
実構造物に適用したスムースフィルクリートの原位置

での収縮ひずみデータの採取は，増打ち壁の型枠脱型直

後を初期値 (基長) とし，2017 年 12 月よりコンタクトゲ

ージによる定期的な測定を開始した。 
なお，原位置の計測位置として選定した増打ち壁は工

場 KR のスムースフィルクリートを使用した部位であっ

たため，以下では工場KRの測定結果を用いて報告する。 
 
3.5.3 実構造体に適用した長さ変化試験結果 

 図 3は，実構造体で実施した測定箇所と部位を示した 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３.５.２ 実施工時に採取した供試体の長さ変化試験 

 図 1は，JIS A 1129-2 に準じて測定した乾燥 26 週まで

の長さ変化試験の結果 (膨張材を使用したコンクリート

の拘束なしの条件下での乾燥収縮率) であり，乾燥収縮

率は 788×10－6，質量減少率は約 2.7%であった。 
また図 2には，JIS A 6202 B 法 (膨張材を使用したコ

ンクリートを拘束膨張収縮) に準じて測定したものであ

り，保存材齢 189 日までの結果である。図 2 には，図 1

で得られた JIS A 1129による長さ変化率の測定結果を併

記した。 
JIS A 6202 B 法 (拘束あり) による収縮ひずみは乾燥

後の材齢 26 週の時点で 367×10－6 であり，スムースフ

ィルクリートとしての十分な収縮低減特性が得られてい

ることが認められた。 
 

３.５.３ 実構造体の原位置での長さ変化試験 

 図 3は，増打ち壁の原位置での長さ変化の測定部位と 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 室内試験における長さ変化率(乾燥収縮率)および質量変化率 

収縮側 

図 2 室内試験における拘束膨張収縮(B 法)による長さ変化率 
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箇所を示したものである。増打ち壁における収縮ひずみ

のモニタリングであり，長期間の経過観察を考慮して仕

上げの無い電気室と機械室の増打ち壁を原位置として設

定し，定期的な計測を実施することとした。 
図 4 は，打込み後 2 年（モニタリング開始後 730 日）

まで継続した実構造物の増打ち壁における長さ変化率の

測定結果を示している。併せて図 2に示した長さ変化率 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の測定結果も併記した。原位置でのコンクリートの経過

観察および収縮ひずみの測定結果は，コンクリート供試

体の長さ変化率とは相違し，原位置では収縮側にほぼ挙

動を示さず，良好な収縮特性で推移している。さらに，

この時点ではひび割れなどの不具合や打継ぎ面の肌隙き

は発生していない。その要因として，実構造物における

増打ち壁は柱や梁に拘束されるために供試体とは異なる

 

機械室(2)-2 

電気室 

図 3 測定部位および箇所（左図：立面図，右図：平面図）と原位置に設置したゲージプラグ 

図 4 実構造物における長さ変化率の測定結果 
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乾燥収縮:小 → 良好な結果 
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拘束状態であるとともに，圧入工法によって圧力を残存

させたまま圧入口 (シャッターバルブ) を閉鎖したこと

による圧送圧も有効に作用していると推察される。 
 
４. まとめ 

耐震改修工事における増打ち壁の構築に，当社の保有

技術である「収縮低減型中・高流動コンクリート：スム

ースフィルクリート」を圧入施工により適用した結果，

以下のことが分かった。 
(1) 実構造物にスムースフィルクリートを適用した結果，

実機により製造されたコンクリートのフレッシュ性

状および硬化コンクリートの圧縮強度発現性は良好

であった。 
(2) 実施工における圧入施工の際には，圧入口 (シャッタ

ーバルブ) の設置位置に関する配慮 (配筋との干渉

など) が必要と考える。併せて、ポンプ機種，配管長

さ，圧送高さなどの圧送条件がスムースフィルクリー

トの分離抵抗性に及ぼす影響に関して留意が必要と

なる場合がある。 
(3) 竣工後 2 年間にわたる増打ち壁の長期収縮特性のモ

ニタリングの結果，スムースフィルクリートの収縮特

性と増打ち壁における拘束状態との相乗効果によっ

て，スムースフィルクリートは低収縮特性を保持して

おり，かつ，打継ぎ界面などにも収縮ひび割れが確認

されず，良好な状態を維持している。 
 

５. おわりに 
施工条件によっては若干の検討が必要となる場合があ

るが，スムースフィルクリートを主として耐震改修工事

に適用することで，材料コストは一般のコンクリートよ

りも 10～20%程度上昇するものの，一般的な増設壁の施

工において必要となる無収縮モルタルの梁下への充填施

工に要する工程が削減できるため，工期短縮に対して大

きく貢献できると考える。今後も，高い収縮低減特性を

有するスムースフィルクリートの実構造物への積極的な

適用を推進したい。 
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